
オンライン
※参加者様へは
　後日 zoom URLへのご連絡を
　させていただきます。

開 催

100名（※定員になり次第締め切らせていただきます）

● zoomを使用したオンライン形式で開催致しますので
　 事前にzoomの設定をお願いします。
● 質疑応答時以外はマイクをミュートにてお願いします。
● zoomは録画させていただきますので予めご了承ください。

※定員を超えご参加頂けない場合にのみこちらからご連絡致します。

下記お申し込みフォームよりお願いします。

2月13日（火）18：00までに
お申し込みください。

無　料

理学療法士　田中 恒介（たなか こうすけ）
鹿児島県南さつま市生まれ。
平成28年神村学園専修学校理学療法学科卒業後、同年医療法人博悠会博悠会温泉病院へ入
職し介護医療院、療養病棟、外来等で勤務。令和2年介護推進予防リーダー、フレイル対策推進
リーダーを取得し鹿児島市、日置市の健康予防教室に講師として従事。第60回リハビリテー
ション医学会学術集会の一般演題「当院介護医療院における超高齢者への平行棒トレーニング
（HBT）でのコミューン使用による反応の変化」を発表。

主 催

定 員

参加費

注意事項

お申し込み
方 法

お問い
合わせ先

言語聴覚士　宮路 涼慎（みやじ りょうま）
宮崎県えびの市生まれ。
令和４年鹿児島医療技術専門学校卒業後、同年医療法人博悠会博悠会温泉病院へ入職し介護
医療院、療養病棟で勤務。摂食嚥下障害や構音障害、高次脳機能障害のある高齢～超高齢者
を対象としたリハビリテーションに従事。第60回リハビリテーション医学会学術大会の一般演
題「当院職員コミューン使用前後アンケート調査、テキストマイニング分析によるコミューン汎用
性の一部知見」を発表。

理学療法士　田口 光（たぐち ひかる）
鹿児島県生まれ沖縄県育ち（シマナイチャー）。
鹿児島大学医療技術短期大学部 理学療法学科専攻 卒業後、博悠会温泉病院 リハビリテー
ション部 入職。鹿児島大学医学部 リハビリテーション医学講座 初代教授の田中 信行 名誉教授
に１年間師事。在職中、高齢者領域における「心身一如」を学ぶため、鹿児島大学大学院 医歯学
総合研究科 医科学専攻 博士課程前期（心身医療科）修了。その後、学校法人 原田学園 鹿児島
医療技術専門学校 理学療法学科 夜間部 副学科長として教育に従事。在職中、ストレスマネジメ
ントなどを学ぶため、鹿児島大学大学院臨床心理学研究科 松木 繁 名誉教授に８年間師事する。
その後、社会福祉法人等の勤務を経て、現職、博悠会温泉病院リハビリテーション部 部長として、
高齢～超高齢者に対するリハビリテーションに従事。 
資格：専門理学療法士（旧分類：神経・運動器・生活環境支援・教育管理）、３学会合同呼吸療法認
定士、日本抗加齢医学会認定指導士、福祉住環境コーディネーター１級、介護支援専門員 など。

https://bit.ly/usd_31st

理学療法士
田中 恒介 先生

理学療法士
田口 光 先生

み み き ひら

言語聴覚士
宮路 涼慎 先生

トークセッション＆質疑応答
18：50～19：00

講 師

写真 中央

写真 左

写真 右

2

講 演1

「人生１００年時代を 診・聴・聞き開く」

プログラム

～ 超高齢者でもできる！ 平行棒トレーニング（HBT）×comuoon ～
～ リハスタッフに聴いた！ comuoonから視えた聴覚支援の重要性 ～
医療法人 博悠会　博悠会温泉病院 リハビリテーション部

医療法人 博悠会　博悠会温泉病院
リハビリテーション部

ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社 ヒアリングフレイル予防研究会事務局

mail : info@u-s-d.co.jp
TEL ： 0120-033-553

18：05～18：50

2024年 

2月14日(水)
18：00▶19：00

人生１００年時代を
　診・聴・聞き 開く

み み き ひ  ら

～ 超高齢者でもできる！  平行棒トレーニング（HBT）×comuoon ～
～ リハスタッフに聴いた！  comuoonから視えた聴覚支援の重要性 ～

ヒアリングフレイル
予防研究会

第
31
回 のご案内

オンラインセミナー

17：45からログイン開始

日 時

　第31回のヒアリングフレイル予防研究会では、医療
法人 博悠会　博悠会温泉病院 リハビリテーション部の
田中 恒介先生（理学療法士）,宮路 涼慎先生（言語聴覚
士）,田口 光先生（理学療法士）をお迎えし、「『人生１００
年時代を 診・聴・聞き開く』～超高齢者でもできる！ 平行
棒トレーニング（HBT）×comuoon～　～リハスタッフ
に聴いた！ comuoonから視えた聴覚支援の重要性～」
というテーマでご講演いただきます。
　第60回リハビリテーション医学会学術大会にて発表
されたコミューンの使用による患者様の変化、スタッフ
様の変化についてを中心に、コミュニケーションにとっ
ての聴こえの大切さについてお話しいただきます。
　また、講演後には聴脳科学総合研究所の所長である
中石も参加し、質疑応答のお時間もご用意しておりま
す。ヒアリングフレイルについても積極的に意見交換が
できればと思いますので、皆様のご参加を心よりお待ち
しております。

中石 真一路

ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社
聴脳科学総合研究所 所長
国際医療福祉大学大学院
医療福祉学研究科 保健医療学専攻 修士課程
福祉支援工学分野 大学院生


